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乳幼児・児童虐待の特徴に関する基礎的分析

岸 俊行（福井大学）

キーワード：子ども，虐待，ネグレクト

問題と目的

近年，一向に減らない悲惨な幼児・児童虐待の

事例がマスメディアに多く取り上げられ社会問題

化している。 年 月には千葉県野田市の小学

校 年生が父親からの虐待によって死亡した事件

が，また 年 月には東京都目黒区で 歳の

女児が虐待死した事件が報じられている。このよ

うな悲惨な事件が報じられる度に，責任の所在が

強く追及され，また何故に防げなかったのかの議

論が多くなされる。このような議論は非常に重要

ではあるが，社会問題化しているにもかかわらず，

虐待に関しての科学的な分析が多くなされている

とは言い難い現状も一方ではある。社会における

「乳幼児・児童虐待」に関する関心は高まってい

るが，それに対する科学的アプローチは多く行わ

れていない。現在も乳幼児・児童虐待に関連する

多くの論文は出されているが，その大部分は「虐

待事例に基づく知見のまとめ」「虐待事例における

関係機関との連携」「虐待予防または虐待した親に

向けた教育プログラム」などに焦点化したもので

ある。これらの研究および提言は非常に重要では

あるが，一つ一つの個別の事例に基づくものであ

り，全体的な虐待の特徴の把握には至っていない。

しかし，今後，乳幼児・児童虐待への対策を考え

るうえで，これまでに行われてきた虐待事案の特

徴を把握しておくことは非常に重要なことである

といえる。しかし，実際に虐待事案の全体的な特

徴に関して検討した研究がほとんど見られないの

は，その全体を把握するのが困難であるというこ

とが挙げられる。現在では子どもの虐待に関して

の全体的データとして厚生労働省が毎年まとめて

いる「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等

について」がある（現在の最新は第 次報告）。

ここで挙げられているデータは死亡事例と重症事

例に分けられており，死亡事例は厚生労働省が新

聞報道等から抽出し，地方公共団体が把握した死

亡事例と合わせて地方公共団体に詳細に調査した

ものである。対して重症事例は全国の児童相談所

が児童虐待相談として受理した事例の中で，子ど

もの死亡には至らなかったものの「身体的虐待」

等による生命の危険に関わる受傷，「養育の放棄・

怠慢」のために衰弱の危険性があった事例として

いる。そのため死亡事例は多く挙げられているの

に対して，重症事例はどの報告においても非常に

少ないという問題点が挙げられる（第 次報告で

は 例）。また，年次ごとに報告が出されるため，

年次によって定義や分類が変わることがあり，虐

待の傾向を捉えることは可能であるが，子どもの

虐待としてどのような特徴があるのか全体として

分析するには不適なデータとも言える。しかし先

述した通り，今後の子どもへの虐待防止対策やそ

れを踏まえたうえでの政策を論じる際には，まず

そのための基礎研究として虐待の全体的特徴を把

握する必要があるといえる。そこで本報告では，

これまでの虐待事案を死亡・重症事例と併せて分

析できる指標を用いてこれまでの虐待事案に関す

る基本的な特徴を分析すること目的とした。

方 法

これまでの虐待（もしくは虐待が疑われる事例）

の抽出として，新聞記事を利用した。朝日新聞記

事データベースを用いて， 年～ 年 月

日までの期間を分析対象として，「虐待」「ネグ

レクト」をキーワードとして記事検索を行い，抽

出された記事の中の事件の内容を吟味し，養育者

からの虐待による傷害・死亡事件と判断できる事

件を本研究における虐待事件として抽出した（学

校及び施設における事案は本研究の対象外とし

た）。抽出した虐待事案に対して，「発生日」「場所」

「子どもの年齢」「性別」「加害者」「関係」「家族

構成」「動機」「内容」「結果」「分類」の のフィ

ールドを設定し，データベース化した。

結 果

虐待をした養育者と年齢区分との間に有意な関

連が見られた（χ ， ， ＜ ）。年齢

区分が若い母親および年齢区分の高い父親による

虐待件数が多くみられるという結果であった。ま

た，養育者と虐待の結果との関連を調べた結果，

有意な関連が見られた（χ ， ， ）。

虐待の加害者が母親の場合，虐待による結果が死

亡であることが有意に多く，ケガであることが有

意に少ないという結果であったのに対して，虐待

の加害者が父親であった場合，虐待の結果がケガ

であることが有意に多いという結果であった。
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若年就労者の職場適応を規定する在学中の要因（ ）
―就職前の不安と高揚感が入職後の職場適応に及ぼす影響―

○山下倫実（十文字学園女子大学） 風間文明（十文字学園女子大学）
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問 題

厚生労働省（ ）によれば，就職後 年以内の離

職率は新規高卒就職者 ％，新規大卒就職者 ％

にもなるという。大学生が積極的に就職活動を行い，

自らが納得する進路を実現することは非常に重要であ

るが，そのような就職に向けた活動やその中で経験す

る不安や効力感などが，入職後にどのような影響を与

えるのかについてはあまり検討されていない。そこで，

本研究では，入職後の職場適応を促進する在学中の要

因について検討したい。その一環として，卒業時に抱

いていた就職先に対する肯定的な感情，就職前の高揚

感，就職不安が入職 年後の職場適応に及ぼす影響に

ついて探索的に検討を行う。

方 法

調査対象者 埼玉県内の私立女子大学４年生を対象に

縦断的調査を実施した。第 回調査（ ）を

年 月末に，第 回調査（ ）を 年 月末（入

職後約 年後）に実施した。第 調査には 名（平

均年齢 歳， ）が回答した。第 調査には

名（平均年齢 歳， ＝ ）が回答した。両方

の調査に回答をした 名を分析対象とした。

質問紙の内容 【第 回調査】 就職に関する不安：

石本・逸身・齋藤 及び松田・永作・新井

を基に 項目を作成 件法 。 ）就職前の高揚感：

著者らの合議により，「 月から就職するのが楽しみだ」

など 項目を作成（ 件法）。 ）就職先に対する納得

度 満足度：卒業後の就職先や進路について納得してい

る程度及び満足している程度を各 項目 件法で測定。

【第 調査】 ）職場適応感尺度：野田・奇（ ）の

職場適応感尺度の 因子から因子負荷量が高い 項目

を抜粋（ 項目， 件法）。以上を分析に使用した。

結 果

就職不安（ ） 因子分析（最尤法，プロマック

ス回転）を行ない，項目削除後の 項目について固有

値 を基準に 因子を抽出。各因子を「社会人にな

る不安」（α ），「職場適応への不安」（α ），

「適性への不安」（α ），「未知の仕事に対する不

安」（α ），「会社からの能力評価への不安」（α

）と解釈。

就職前の高揚感（ ） 同様の分析を実施し，

因子を抽出。各因子を「高揚感」（α ），「楽観視」

（α ）と解釈。

職場適応感（ ） 同様の分析を実施し， 因子

を抽出。各因子を「役割への適応」（α ），「職場

への馴染み」（α ），「職場の居心地のよさ」（α

）と解釈。

就職先に対する納得度 満足度，就職前の高揚感及び就

職不安（ ）が入職 年後の職場適応感（ ）

に及ぼす影響 就職先に対する納得度及び満足度，就

職前の高揚感及び楽観視，就職不安 因子を説明変数，

入職 年後の職場適応感 因子を目的変数にしたステ

ップワイズ法による重回帰分析を行なった（ ）。

その結果，役割への適応には，社会人になる不安が負

の影響を与え，楽観視が正の影響を与えていた。また，

職場への馴染みには，適性への不安が負の影響を与え

ていた。さらに，職場の居心地のよさには，就職先に

対する満足度が負の影響を与え，楽観視が正の影響を

与えていた。

考 察

本研究の結果より，就職直前の卒業時に楽観的な見

通しを持つことが，入職 年後に職場で必要とされ，

役に立っている感覚を得ることや，職場を安心して，

将来役立つことを学べる場として評価することにつな

がることが分かった。就職を前にした楽観視は，ある

意味自分自身に対する信頼を反映している可能性があ

る。また，卒業前に社会人になる不安や適性への不安

を抱えていることが，入職後に職場になじめず，自分

の役割を遂行できていない感情を高めることがわかっ

た。内定を獲得した大学生に対して，このような不安

を減じるサポートをすることが重要であると考える。

付 記

本研究はＨ 年度本学のプロジェクト研究費の助

成を受け実施された。

説明変数 役割への適応
職場への
馴染み

職場の居心地
のよさ

就職先の納得度

就職先の満足度 ＊

高揚感

楽観視 ＊

社会人になる不安 ‐.470

職場適応への不安

適性への不安

未知の仕事への不安

会社からの能力評価の不安

＊

目的変数

表１　就職先に対する納得度/満足度，就職前の高揚感及び就職不安（Time4）が
入職1年後の職場適応感（Time5）に及ぼす影響

†p<.10 *p<.05 **p<.01
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